
明治期におけるミクロネシア関係文献（追録）

山口『洋’児

　　この追録は，本誌第32号（1986．10）で

．，紹介した同調の補遺である。今回は前回

一掃載の水路誌関係と新聞記事が中少で

ある。

単行本

三軒田口卯吉先番伝　経済雑誌社　明治

　45年　432p

　　〈明治の南進論客で又，実行者でもあ

　つた田口卯吉の伝記でpp33～34に彼

　の南洋貿易に関す’る記事がある〉

明治44年連洋航海記念写真帖　同刊行会

　明治45年　1冊

　　〈軍艦阿蘇，宗谷による遠洋航海の写

　真帖でpp4に18枚にわたり，当時のグ

　アム島の首都アガナ市の風景などが掲

　載されている〉

増訂和訳地理全志　巻一～三七　阿部国’

　弘明治7年全7巻
　　く中国上海にて発行された英人ウィ、

　ルヘルム・ムーアヘッド中国名墓甲声

　著の漢文の地理書『地理全志』（全10巻）

　り和訳である。原本とも云うべき『地

・理全志（上）』（全5巻）太洋群島志は

安政3～5年漢文のまま日本で再刊さ

　れているが，この和訳となっている。

　あいまいな表現となってしまうが，実

　はこの増訂和訳版では現在全7巻g）’う

　ち4巻しか見当・らないのである。

　国会図書館，早大図書館三所蔵本全

巻7巻（原著は10巻）となってはいる
　　　　　　　　　　　ヒ　リピナが『亜西亜南洋群島志』『非里予納群島
　　　ス　　マ　　ト　ラ　　　　　　　ジロヤ　　　　　　　　　　　　コワ志』『門門答初島志』『爪畦島志』まで

は存在するが，本文にあるその後の『
　オ　ストリ　
　．『懊大利群島志』『東洋群島志』『南黒

道群島志』『大洋孤島志』などは全く見

当らなV｝。他の文献等に当って見たが，

増訂和訳版は明治初期に於て各種学校

φ教科書に使われたことがあるとの事

のみで，完訳が出たかどうか二院がな

い。本稿で取扱っているミクロネシア

については『東洋群島志』の中に含ま

れマリアナ，カロリン，マーシャルな

どの群島についてふれている筈なので

あるが，この部分が，和訳版で，実際

に発行されているかどうゑ，今一つ確

、証が上らない。もし実際に発刊されて

いるとすれば，ミクロネシア文献の中

でも極めて初期のものに位置づけられ

るものであるので，あえて，取上げて

みた〉　　　　　噛き

　※なお，明治期に於いてミク戸ネシ

ア文献史上，確固たる位置を占める鈴

木経勲が，後年の文献の中で，「南洋」

という云い方は，自分の発明であると

云っているがこの明治7年の『増訂和

訳地理全志』三七の中あ「三三亜南洋

群島志」の表題を見れば，明らかに彼

の発明と云うのは誤りと云はざるを：得
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関係参考文献

鎖国時代日本人の海外知識　乾元社　昭

　禾［128年　　pp　156～157

海軍水路局発行文献

「濠洲廻航記」水路雑誌46’海軍水路局

　明治15年

　　〈水路雑誌とはなっているが，各号独

　干した航海記となっており，当時の海

　丁々艦が，練習航海をした時の航海記

　や水路誌などの参考記事を各航海毎に

　まとめたもの。．46号亡あるから，本L

　航海前にも多くの航海がなされ，航海

二階は出されているがミクロネシアに

　ふれた記事では此以前のものは見当ら

　ないので目下の所古いものの一つとな

　っている。記述は海軍大尉吉田重親，

　同少尉井上敏夫によるもので，こめ中

　で現在のクサイ島（現コスラエF．S．

　M）に関する記述があり同島の遠望図『

　が挿入されている。クサイ島に閑する

　記述はPP40～45にあり簡単ながら鳥

　の様子，レラ港，人口等の説明があり，、

　他に当時桟帆船モーニングスター号で

　東カロリン地区の宣教に活躍していた

　アメリカ人，スノーに関する記述があ

　るが，これなどはキリスト教布教史の

　参考どなろう〉・“　　　。

「太平洋西部エリス・ギルベルト・マーシ

　ヤル群島」．水路雑誌78海軍水路局

　明治17年　’

　　〈前記同様に海軍による練習航海に

　際して作られたものであろうが，前書

　きに，英国水路誌36号（1883年発行）

　を翻訳したものである旨の記述があ

　る。翻訳は水路三三肝付五郎，東方覚

之による。　内容は水路誌でエリス諸

　島，現ギルバート諸島，マニシャル群

　島の各主要島に関してpp1～3Sに記述

　してある。後年珊瑚島とする表現を石

花島としてあるのも興味深い〉

「竜子艦南北太平洋航海略記」水路雑誌

　88号　海軍水路届　明治17年

　　く完全な練習航海記で海軍大嗣高木

　英次郎，同少尉荒木亮一によるもので

．あるが，’pp4～5に，マーシャル諸島の

　ビキニ島近海を航行した時の記述力鴻

　るだけで具体的に，これらの島々に関

　する記述はなy・〉

「太平洋エリス，ギルベルト，マーシャル

　列島等」水路雑誌90号　海軍水路局

　明治17年
　　〈前述の水路雑誌78号と同様に英由

　水路誌7号（1884年）の翻訳とある。

　翻訳は森専八，東方覚之によるもので

　ある。前号78号よりも大分詳細にわだ

　り群島に関する記述が見られ，エリス，

　ギルベルト，マーシ糸ルの・みならず，・

　ポナペ島，パラオ島，ペリリユー三等

　を航海した英国あエスゼーグ＞V号の航

　海記をも加えて翻訳したものである。

ppl－37にミク略シア上記の島々1・‘

　関する記述がある〉

「南北太平洋回航記∫水畔雑誌97号　海

　軍水路局　明治18年

　　’〈明治17年2月～11月に軍艦筑波が

　ニュージーラン聡，南未からハワイ経

　由で回航した際の航海記であり，海軍

　・大尉高杉春棋，同少尉坂本一の記述に

　よる、マーシャル群島，カロリン群島，

　クサイ島などの近海の航行の記述があ

　るが，上記の島々には寄港しておらず，

　単に風向，風力，天候等た関する詔述「

　のみである。pp1～31＞
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「簑繍水路誌」第15巻　海軍水路部　明

　治19年tt（副題北太平洋諸島）

　　〈「かんえい水路誌」と読み璽簑蔽”と

　は大海，河川，禾地を表す言葉とある。

　本水路誌は太平洋に関する水路部発行

文献中最大のものであり，本文586頁他

　索引17頁に及ぶ大冊である。　これは

　序によれば　海軍々属岩間侃次郎訳と

　あり本来， A．G．ブインドレー（英国）

　の北太平洋水路誌第2版（1870年刊）

の翻訳である。水路誌とあるが内容を

見るとゴ単なる港湾，水路などの針路

誌でなく，民族や島々の状況から，発

見者や発見史に及び又複数のレポード

のある場合にば，各レポートを比較し

て，検討し批評を加えてある。これに

　よって当文献は単なる水路誌にとどま

　らず，航海史，地理上の発見史，民族

誌，地理誌として，非常に価値あるも

のとなっている。この様な太平洋国号

地域の解説書で，これだけまとまった

　ものは現代に至るまで見当らない。現

代の太平洋地域の研究者にとっても重

要な参考文献であるが，残念なことに，

本文献は草津が極めて少なく，現海上

保安庁水路部でさえ，大正12年の大震

災時に焼失しそしまい欠号となってお

　り，国会図書館にわずかに一部あるの

みである。ヒれも又一日も早い復刻が

望まれる文献の一つであろう。

　　なお，前号にて紹介した横尾東作に

　よる翻訳本『南洋群島独案内』は本原

書の抄訳であることがうカ㍗がえる。又，’・

当文献リストの範囲とも云うべきマー

　シャル，ギルバート，カロリンなどの

各群島については，1885年の英国海軍

水路部の刊行による，太平洋諸島の報

告及び他の報告によって増補を行った

　旨のただし書を付す。※〉

関係文献
r水路部80年史』（唐詩刊行会），0水路部

　100年史』（同誌刊行会）の「南洋群島

独案内」（A．G．ブインドレー，横尾東・

作訳）

　※この様に本書は大変貴重な文献で

あるが我ZZ．は誠に奇妙な事実を発見ず

る。と云うのは，此等の水路誌や水路

雑誌が前年明治17年た，遠くマーシャ

ル群島まで探検旅行を行い，同18年に

帰国し極めて詳細な報告を提出した鈴

木経勲レポ憎ト（前号32号参照）につ

いて全くふれていないこどであ66マ

’一 Vャル群島の中のラリック列島等に

ついて，誠に詳しい報告書が外務省に

提出され；天覧にさえなっているにも

かかわらず，各水路誌では全く無視さ

れている。この事は，マーシfe　7Vgy島

に日ノ丸の国旗を掲げ，占領を報告し

た後藤三太郎，鈴木経勲に対して時の

外務卿井上馨が激怒し，翌年1直ちに

これを取りはずしに行かせていること

に関係があるのかもしれない。経勲レ’

ポートが極秘扱いとなり∵一般に公表

されず，，ほとんどもみ消し同様の扱い

’を受けていることは，当時の外国との

条約改正に全力をあげている時の政府

にとっては邪魔にこそなれ，迷惑至極

なことであったのであろう。この様な

バックグラウンドから，探検調査に軍

艦を使えなかったこと，水路誌などか．

ら全く無視されてしまったことに関係

があるかも知れない。しかし時の新聞

の口は閉ざす事は出来なかったと見え

て，後述の通り，多くの記事が公開ざ

れてしまっているが，，．占領云々につい
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ては．全ぐ報道されていないものであ

る。’、

　※原著考ブインドヒ憎は，ALEX・

ANDER，・GEORGE，　FINDLAY．
（1812～1875）であり，rlrンドン隼れの

著名な水路，地理学者である。彼の祖

父も父も又高名な地理学者であり．

（1790～1870）幾多の業績を持つ。本

書の著者ブインドレS一一・・も『南地中海』

『インド半島及中国と日本』『インド．

洋：』．『南太平洋』などの地理書，水路誌．

などの著作があり王立地理学会の重要

メンバーto一一人である。

雑誌記事

「英国海権建設者ドレーキの世界周航」

　探検世界1－2　明治39年
　　　　　　　　　　　　　ノ
　　〈イギリスの海賊船長フランシス・ド

　レ「クの伝記であり，航海の概略を紹

　介している。彼はパラオ島なども訪問

　しているが当記事ではふれていない〉

「本邦来航の磁力測定船」探検世界lr5

　・田村哲．明治39年

　　〈太平洋地域の磁力の測定船の横浜

　寄港の記事でグアム島などにて測定を

　行った事を記する〉

「日本人と南洋蟹人不思議の衝突」探検

　世界2－2高野大観　明治40年

　　〈東ガロリン群島トラック島にて，日

　本1の南洋貿易会社の所属船天祐丸の衆

　組員が現地人との間に誤解に基づく争

　いを引起し，．部落民間の戦争にまで拡

　大してしまった経緯を面白おかしく記

　事にしたもあ〉

「太平洋上り三島実課」探検世界3－3

　橋本孝三郎　明治40年

　　〈ギルバート諸島の一島にて生活し

　た橋本氏の生活談である〉

「南洋無人島の一ヶ月」探検世界6－2

　山川無涯　明治41年

　．〈マリアナ群島の孤島に鮫漁に行っ’

　た当時の冒険家の報告である〉

「大宝丸の南洋巡航」探検世界7－4江，

　押水蔭　明治42年

　　〈交易漁船大宝丸によるマリアナ諸

　島及カロリン諸島の航海物語であり，

　当時の交易漁船の実態が読5とれる〉

「珊瑚礁海底大探検」探検世界10－6　間

　宮平吉　明治43年

　　〈当時の貿易会社恒信社はカロリン

　群島ペラオにて貿易を行っていたがヅ

　同社の交易船長風丸の航．旧記である

　が，当時のパラオ島の様子が比較的詳

　細に記されていて興味深い〉

「南洋週明日記」探検：世界11－1　間宮平

　吉　明治43年

　　〈前号の続篇で，当時のパラオ諸島の

　事情や現地人の生活が詳細に述べられ

　ており興味深い〉

　※上記の各篇を見ると当時，耳式には

・．全：く．国交のなかったミクロ不シアに，父

易船というか，漁船というか，いわゆる

一発屋リグループによる航海がしきりに

行われていた事がわかる。南海の楽嗣を

夢見る者，マ獲千金を夢見る者，．．ほとん

どが，当時のパスポデ｝やヴィザなど全

く持たぬ冒険調達が，小さな機帆船に乗

り込み，荒波をけって走’り回っていた事

がうかがわれ，確固たる思想としての南

進思想とは全く無縁の一般庶民の南への

意識，．認識がうかがえる資料と云えよう6

新聞記事
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　旧註（参考書誌研究32号）にも書いた

が新聞記事のリストアップは，非常に困

難である。唯一，漠然とミクロネジアに

関する記事をリズトアップするには全新

聞の全記事に目を通じ拾っていかねばな

らないが，これは物理的に不可能なため

テーマをしぼって調べることとした。明

治期のミクロネシアど日本との関係で最

大の事件は明治16年に発生したマ・i一・・シャ

ル群島に於ける日本人漂流水夫の殺害事

件であろう。（詳細は参考書誌研究32号参

照）此の事件は，後に種々の文献に取り

あげちれたが，今回はこの事件にしぼ？

て代表的な新聞記事を、リストアップし

た。恥上げた新聞を代表的と云うこと

については色々な議論もあろうが，この

事件を比較的大きく取扱っているものと

幽考えていただきたい。なお，当時の新聞

は「見出し．」がほどんどなく，ベタ記事

の中から拾いあげただめ見落しもあった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ことと思われるのでお気付きの方の指示

を仰ぎたい。

ちなみに，一部前号32号の記事と重複す

る部分のあることを了承されたい。又本

記事は第一報は英字紙ヘランドに載り，

これを各日本紙が取上げて詳報したのが

臭際らしいし，又その旨明記している邦

字紙も少なくない。なお本事件の第一報’

、がなされたのは明治21年7月20日号であ

る。

東京横浜毎日新聞

　「外務省准奏御用霜融暴政太郎は今般

　　濠州地方へ出張云々」明治17年7

　　月31日号・

　「マルシャル群島事情」　同18年8月2

　　日号

　「マルシャル群島事情続」　同17年8月

　　3日号
　「マルシ毛ル群島三三続」　同17年8舟

　　5日号
　「マルシャル群島事精旧聞」，同17年8

　　月7日号

　　〈明治17年7月22日号，23日号，tt明治

　　18年1月11日号，21日号，23日号1

　－29日号については本誌32号新聞の項

　　参照。各新聞の中では最も当事件関

　　連記事をとり上げ通算して11回にわ

　　たり，解説とテユースを載せている。

　　又他新聞も当新聞記事を参照して記

　　事を書いているものも多い〉

読売新聞

　「日本人遭難i」　明治17年7月23日’、

　「マーシャル群島は是班牙の属地なる

　　が如し」同17年8月2日号

　「マルシャル群島事情」　同17年8月3

　　日号

　「マルシャル群島事情続」同17年8月

　　4日号

　「マルシャル群島事情続」・同17年8月

　　5日号

　「マルシャル群島事情絵聞」　同17年8

　L月8日号
丁マルシャル群島の景況」　同18年1月

　　27日号

　　〈最初の2号はマーシャル群島と書

　　き，後はマルシャル群島と書いてい

　　るが，他新聞が皆マルシャルを使っ

　　ている為，これを使うことにしたら．

　　しい〉

朝日新聞

　「昨年10月頃マルシャル群島云々」明

　　治17年8月7日号

　「マルシャル群島の話続」洞17年8月

　　8日号
　「マルシャル群島遭難事件」　同17年8
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　　月9日号
「南洋搬実記」（書評）甲25年8月・7

　　日号』
　「先取又先取（社説）」　同25年9’月30日

　　号

時事新聞

　「日本水手回さ，れる」明治17年7月21

　　日

　　〈横浜で発行されていた英字新聞へ

　　ラルド紙からの引用記事である〉，

自由新聞

　「日本人暴・殺せらる」　同17年7月20日

　　号『

　「四戒前にあり」　同17年7月27日号

　　〈前号ではニュースとして記載し，後

　　号では論説としてs前年台湾にて日

　　本人漂流民が殺害せられたのを契機

　　に台湾征討の起った事に言及して論

　　じている〉

東京絵入新聞

　「此ほど横浜へ入港せし英国帆船アダ

　　が云々」明治17年7月22日号
’「先の日英国船アーダ号云々」’ ｯ17年

　　8月1日与　　　　　　　　c“　，

　　〈当時の新聞は他からのニュースの

　　　　　　　　　　　　　s

　　　三三など全く気にしていなかったら

　　　しく，三三ニュースリ原紙朝野新聞

　　・の名まで出しているのも面白い〉

　朝野新聞
　　「今回南洋の群島なる去々」　明治17年

　　　7月2σ日号

　　「先三国商船ア∴ダ号云々」同17年

　　　’7月31日号．

　　「御マーシャル群島において云々」

　　　同17年8月5『日号．

　　　三野新聞は最初マルシャルと書き

　　　後には1マーシャルを使：回している〉

　郵便報知新聞
　　「日本人三三さる1　同17年7月21日　e

　　「日本煽屠さる続」同17年7月22日

　　　号
　　「日本人虜屠さる続」　同」7年7月23日

　　　号．

　　「工ニダ号帰着」　同18年1月23日号

　　　〈内容はほとんど各紙と同じであり，

　　　他紙を参考たしながら書V）た事がデ

　　　かがえる〉

層、 @（やまぐち・ようじ　㈱アサヒトラベル

　　　インターナショナル）・

　　　イ

c

i
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